
 
日本国農林水産省とオランダ王国経済省による共同文書 

 
 
日本国農林水産省とオランダ王国経済省は､日本及びオランダの農業

分野の関係強化についての双方の関心に基づき、また、2015 年 11 月 10
日の安倍晋三日本国内閣総理大臣とマルク・ルッテ・オランダ王国首相

による共同声明に沿って、農業分野におけるイノベーションの推進、並

びに知見及び専門知識の交換といった協力を促進するための枠組み

（日・オランダ農業協力対話）の創設を決定した。 
  

１ 対話において優先される分野は以下のとおりとする。 
（１）農業分野におけるイノベーションの推進 
（２）農業分野における知見及び専門知識の交換 
（３）双方が決定するその他の事項 

 
２ 対話は､日本国農林水産省及びオランダ王国経済省から選出された

高官を共同議長とする全体会合と､両国の生産者、企業、研究者及び

日本国農林水産省及びオランダ王国経済省の職員が出席する分科会

で構成される。 
   
３ 対話は、原則１年に１回開催される。対話の議題、日時及び開催場

所は、その都度双方により決定される。 
 
４ 連絡窓口を以下のとおりとする。 

日本側：農林水産省国際地域課 
オランダ側：在京オランダ大使館農務参事官 

 
          
２０１６年１２月１５日 
   

日本国農林水産省 
農林水産審議官 

松島 浩道           
 

オランダ王国経済省 
事務次官 

マーティン・カンプス 
 

 






	20161209 共同文書(仮訳）
	日本国農林水産省とオランダ王国経済省による共同文書（日・オランダ農業協力対話の創設）

